
「あなたにとっての図書館とは?」
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図書館 にどんな印象を持っていますか。

大学図書館 は学業の補助 となる学術書が中

心の難 しい本ばか り揃 っている、 という印象

があるか もしれ ませんがそんなことはあ りま

せん。学術書以外にも文庫か らベス トセラー

な ど毎年話題 になる本は選書 され購入されて

います。

私は地元の図書館 に本 を借 りに行 くことも

あ りますが、公共図書館で話題書を借 りよう

とすると、予約件数が多い時は200件 ほど入っ

ている時があ ります。そんな時、大学図書館

で借 りようとするとそこまで予約が入ること

はありません。そ う考えると大学図書館は話

題書 を手に しやすい環境 にあ ります。自分が

どんな本を借 りたいのか、読みたいのかを考

えて図書館 を利用するととても便利です。

私は普段話題になった本やエ ッセイ、ある

いはキーワー ドから本を選んで しまう所があ

りますが、たまに違 う本 を手にとって読んで

みると、「面白い」とか「改めて考えてしまった」

と思 う本に出会 うことがあります。そんな本

の中で学生時代に環境や健康に関する本を読

んでいて出会った著作があります。 レイチェ

ル ・カーソン著 『沈黙の春』(新 潮社1974年)

と有吉佐和子著 『複合汚染』(新 潮社1979年)

です。

これらの本は当時読み終わった時に強い衝

撃を受 けま した。出版年 を知るとその当時に

これほど未来に対する警告ができるものなの

か と驚 き、(沈 黙の春の原著 は1962年 、複合

汚染は1974年 の10月 か ら1975年 の6月 まで

朝 日新聞の小説欄 に連載 された)考 えさせ ら

れる良い機会で した。約40～50年 前の著作

ですが、今でも大 きな影響を受 ける作品だと

思います。

初めて図書館 に勤めるようになり1年 と数

カ月にな りますが、勤め始めて一番はじめに

驚いたのが蔵書数の多 さもさることながら、1

冊1冊 の本が思いのほか色々な工程(選 書か

ら図書 の検品 ・検収、 目録整理、図書装備、

配架)を 経ているという事、そ してその過程

の間に複数の人の 目で確認(落 丁や登録 ・装

備不備がないか等)が されているとい う事で

す。 これは図書館 に勤めるようになるまで深

く考えたことがあ りませんで した。 どの本 も

丁寧に大切 に扱われています。図書館にある

本は購入 されたものから学外や個人の方から

寄贈 された本 もあ ります。今 も新 しい本がほ

ぼ毎 日配架され、ます ます資料 ・文献が充実

しています。手に入 りにくい資料 も大学図書

館にはあります。豊富な資料を活用 し、レポー

トや論文、毎 日の勉学の中で役立ててくださ

いo

図書館には色々な分野の本が揃っています。

空 き時間や休み前に図書館に訪れ本を借 りて

みて ください。た くさんの資料の中か ら自分

の琴線に触れるものがみつか り、新たな興味 ・

関心が発見できるか もしれません。
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